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はじめに

不眠を訴える思春期の年齢（12歳頃から18歳頃）の子ど
も達への眠剤の使用は様々であり、眠りにつけない理由に
よって使いわけをしていることが多いと思われる。当院は
起立性調節障害や神経発達症の患者が多いため、睡眠のリ
ズム障害の患者が多い。その場合はラメルテオンを使用し
たり、あるいは神経発達症も併せてもつ患者にはメラトニ
ンの内服で対応することが多い。しかし、考え事をして寝
られない、不安で寝られないなど他の理由で眠りにつけな
い時は、ラメルテオンやメラトニンの効果がない場合があ
る。その時は、他の眠剤の使用をする場合もあるが、西洋
薬の眠剤よりも漢方の方が処方する筆者も含めて、子ども
本人も保護者も受け入れが良い場合が多い。そのため、よ
り詳細に漢方の効能を知り様々な不眠に漢方を使い分け
る必要が出てくる。今回、柴胡加竜骨牡蛎湯が悪夢関連症
状を有する不眠に効果があった3症例を提示する。

症例1　16歳 男性（図1）

【主　訴】　起立性調節障害、不眠、金縛り
起立性調節障害の治療開始後、徐々に改善を認めていた

時期だった。起立性調節障害を発症してから睡眠障害が出
現し昼夜逆転することが多かった。起立性調節障害は改善
傾向であったが、未だ強い倦怠感は残っていて、若干抑う
つ傾向があった。眠りに入る時に誰かがしゃべっているよ
うに聞こえる感覚があり、その話す声は褒めてくれてはい
ないけれど、怒った感じではなく非難する言葉でもないと
いう統合失調症とは診断できない症状だった。そのほか夜

中の睡眠中に金縛りを何度か繰り返し、耳鳴り、悪夢が
あった。併せて苦しくて体が動かなくなったり、体がズン
と重くなるような症状もみられた。他院メンタルクリニッ
クにて不眠の治療としてスボレキサントを飲み始めてい
たが、使用前から症状はあったためスボレキサントの副作
用関連症状ではないと考えた。しかし念の為スボレキサン
トを一旦中止して、柴胡加竜骨牡蛎湯6錠を眠前に内服処
方した。すると数日で効果を認め、寝ている時に悪夢をみ
る回数は減り「1ヵ月のうち嫌な夢をみたのは3回くらい」
と改善した。「以前は気持ちが沈んでる時は、悪夢の症状
が毎日あったのが良くなった。すぐに寝られるようになり
症状は落ち着いた」と言い、母からみても「知らないうちに
寝られるようになった。症状がでると以前は入眠後何度も
起きてたのに、今は1回お茶を飲んだら寝られる」という
状態になり、金縛りも減っていった。その後、夢をみる量
には波があったが、嫌な夢ではなくなっていった。徐々に
訴えはなくなり薬は自然に飲まなくなった。
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図1　症例1　16歳 男性 起立性調節障害
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症例2　13歳 女性（図2）

【主　訴】　神経発達症、悪夢、不安神経症
発達特性の影響もあり対人関係の緊張が高く友達関係

は負担が大きかった。教室でのざわつきなど音に対する感
覚過敏が強いため、学校での生活に困難があり集団でのス
トレスが高かった。特に中学2年生のクラスがいつも賑や
かだったため、ストレスが極めて高くなり離人症のような
症状があった。その上、悪夢をみるようになり「悪夢が怖
くて夜寝たくない気持ちになり寝付きが悪くなった」と
言っていた。そのため柴胡加竜骨牡蛎湯6錠を眠前に処方
した。内服開始3週後の受診時は、「内服した日から悪い
夢はみなくなり、3週間のうち2回夢をみたが悪い夢は一度
もみていない」と言っていた。そして夢はみなくなったが、
心理的ストレスは継続していたので朝も柴胡加竜骨牡蛎
湯を6錠追加投与した。朝も追加することにより、今まで
ストレスによる倦怠感があったが体調が良くなり、悪い夢
もみなくなった。その後は症状には波があり時々悪夢が続
く時もあったが、以前よりも悪夢が続く日数は短くなっ
た。そのうちにクラス替えという環境の変化があり、今度
は静かなクラスになる、仲が良い友達と同じクラスになる
など環境が整いストレスが軽減して相乗効果で症状がなく
なっていった。その後、悪夢はなくなり薬は自然に飲まな
くなった。現在も薬を飲まなくても調子は良い様子である。

症例3　16歳 女性（図3）

【主　訴】　起立性調節障害、不眠、悪夢
起立性調節障害で治療中。真面目で不安が高い。感情の

コントロールが苦手な面があり、気持ちが落ち込むことが
時々あった。夜の寝つきの悪さは治療を開始した2年前と
同じくあり、1年半前からメラトニンの内服を継続してい
る。最近悪い夢をみると訴えがあった。現実にありそうな

気持ちが悪い夢であった。そこで柴胡加竜骨牡蛎湯6錠を
眠前に処方したところ数日で悪い夢をみなくなり、夢をみ
ても普通の夢になった。薬を止めると再度悪い夢を見始め
るとのことであったので、再度処方している。現在も内服
継続中である。

なお、今回提示した3症例について、柴胡加竜骨牡蛎湯
に起因すると考えられる副作用は認められなかった。

考　察

今回、不安や抑うつなど精神的ストレスを抱え、悪夢を
伴う小児に対して柴胡加竜骨牡蛎湯を投与することで、悪
夢をはじめ睡眠障害が改善した3症例を提示した。起立性
調節障害及び神経発達症は、ともに概日リズム障害を訴え
る方が多いとされており1-3）、また概日リズム障害は抑う
つや不安の誘因になりうるとされている4）。一方、悪夢は
睡眠不足や睡眠分断、睡眠覚醒リズムなどが危険因子とさ
れており、また日中のストレス体験や嫌なことがら、不安
障害などに伴って生じることがあるといわれている5, 6）。
今回悪夢の訴えがあった症例においても原疾患に伴う概
日リズム障害、ストレスや不安などが認められた。この場
合の選択肢として、小児期の神経発達症に伴う入眠困難に
対してはメラトニンの経口投与が考えられるが7）、筆者の
経験から、不安や抑うつ傾向のある患者の場合は十分な効
果が得られないことがある。その他、ラメルテオンも考え
られるが小児を対象とした臨床報告は限られている8）。
『中医処方解説』によると、本方の適応症として不安神経

症、対人恐怖症、高所恐怖症、強迫神経症、気が小さい人、
脳動脈硬化症、高血圧症、心臓神経症などがあげられてい
る9）。柴胡加竜骨牡蛎湯は、神経症や抑うつ、思春期及び
青年期の自閉症などに関する臨床報告があり10-12）、薬理作用
として抗うつ作用や抗不安作用、また視床下部−下垂体−
副腎系（HPA axis）への作用が確認されている13）。他にも
柴胡加竜骨牡蛎湯の構成生薬の一つである柴胡は、ストレ
ス負荷による血漿コルチコステロン濃度およびオレキシ
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図2　症例2　13歳 女性 神経発達症
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図3　症例3　16歳 女性 起立性調節障害
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ンA濃度上昇を抑制することから抗ストレス作用を有する
ことが報告されている14）。一方、強い慢性ストレスは
HPA axisの障害を引き起こすといわれており13）、悪夢が
主要な症状の一つとされているPTSDでは、HPA axisの
機能障害による覚醒状態の増加などが原因で悪夢が生じ
るとされている15, 16）。今回のような症例においても、こ
れらの様々な作用が悪夢の改善に対して働いたと考えられ
る。また悪夢は漢方医学的には気逆にあたるが、柴胡加竜
骨牡蛎湯に含まれる竜骨や牡蛎には気逆を鎮めて精神を
安定させる働きがあることから17）、漢方医学的観点からも
今回経験した症例に適していると考えられる。

今回の症例は3例とも10代で不安や抑うつなど精神症状
は軽度であった。症例1は若干の抑うつ状態、症例2は不
安が強く対人の緊張感が高いため対人恐怖症ともとれるよ
うな症状で、症例3は不安と軽度の抑うつがあった。3症
例とも身体症状はあるが、心理的な要因が中心となる病態
であった。状況からラメルテオンやメラトニンが無効と考え
られる不眠で、10代のため眠剤の選択肢は狭く西洋薬の
使用には筆者も含めて本人や家族にも抵抗があった。3例
とも柴胡加竜骨牡蛎湯を就寝前に内服して数日内に効果
があり改善を認めている。一方で、他に悪夢で処方した
が、当初は効果を感じられなかった症例も経験している。
その症例は学校でのトラブルをきっかけに悪夢が始まっ
たが、精神症状としては3症例に比べると軽かった。落ち
込んでいても症例1のような抑うつ状態ではなく、不安は
あっても症例2や3に比べると軽度であった。3週間程度内
服したが効果を感じられず投与を中止した。しかし、半年
後に幻聴に似た症状があり寝にくいということを訴えら
れたため、内服を再開したところ効果が認められた。夢は
みるけれど悪い夢ではなく内服する方が楽に寝られたと
のことであった。この症例は悪夢、不安という症状が悪化
したために2回目の内服の方が効果を得られた可能性があ
る。柴胡加竜骨牡蛎湯の効果があった3症例の共通点は、
不安や落ち込みなど何かしらの精神症状があり、精神的ス
トレスを抱えているため心身の疲労感が強い状態であっ
たと思われる。

結　語

何かしらの精神症状がある小児で悪夢を伴う不眠の時に、
柴胡加竜骨牡蛎湯が有用な選択肢の一つとなりえた3症例
を経験したので報告した。


